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本学会の第 19 期プロフェッショナリズム・行動科学委員会では、教育学・心理学・

人類学・社会学・法学・倫理学などの研究者と人文社会科学に関心のある医師が協働
して、医療という文脈上でこれらの分野の教育のあり方に関して検討を重ねてきた。
本シンポジウムでは、医学教育において「何を」教えるべきかに焦点を当て、これま
で委員会で行ってきた主に概念整理に関する議論を共有する。 
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医学教育における
行動科学と行動医学

鹿児島大学地域医療学分野

離島へき地医療人育成センター

網谷真理恵

網谷 真理恵
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「行動」？

質問1. なぜ教育の到達目標は、「行動」
で書くのでしょうか。

「〇〇できるようになる。」

行動について

「観察可能」
「評価可能」

死人にできることは
行動といわない

「行動」？

質問2.「勉強しない人」

どうして「勉強する」行動をとらない
のでしょうか。

勉強して役に立つ
のかわからない

やる気がおきない

親も勉強しない
人

お金がなくて
テキストが買え

ない

友達もしてない
から

メリットがない

「成人学習理論」？ 「成人学習理論」を応用した、カリキュラムを導入すれ
ば勉強する？

行動について

テストもないから
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行動科学の歴史

• シカゴ大学の心理学者ミラー（Miller, J.G.）

人間の行動を解明するために生物科学と社会科
学を統合した研究体勢として、フォード財団に研究
費の助成を申請するために、初めて使われた言葉
とされている。

人類学、生化学、生態学、経済学、遺伝学、地理
学、歴史学、言語学、数学、神経病学、薬学、生理
学、政治学、精神医学、心理学、社会学、統計学、
動物学の18領域を挙げている。

行動科学の歴史

行動科学とは

社会学

経済学

人間行動
に関心を
もつ学問

人類学

政治学

法学

心理学

医学歴史学

地理学生物学

人間は何によって動くのか
動かされるのか

「人間行動」の多領域から
の分析

行動科学とは
1.研究分野の統合化

総合的な人間理解への
アプローチ

「観察可能」「分析可能」な
『行動』
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行動科学とは

社会学

経済学

人間行動
に関心を
もつ学問

人類学

政治学

法学

心理学

医学

歴史学

地理学生物学

人間行動の分析
実験的研究
観察研究

データ分析

統計学的方法や
数理モデルの導入

理論モデルの構築

グループ・
ダイナミックス

社会学習理論
欲求段階理論

動機づけ理論
オペラント理論

社会的交換理論
など多数

行動科学とは

構築された
理論モデル

人

マネジメント

（ビジネス、教育機
関、病院、家庭、）

組織論・
リーダーシップ

教育

消費者行動

生活習慣行動

ストレスマネジメント

医学

グループ・ダイナミックス
社会学習理論、欲求段階理論

動機づけ理論

社会的交換理論 など多数

多領域から
の行動解析

理論の構築
理論の応
用・展開

問題解決のために
理論の応用・展開
行動変容
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行動医学（Behavioral Medicine)

• 「行動医学」は、健康と疾病に関する心理社会科
学的、行動科学的および医学生物学的知見と技
術を集積統合し、

これらの知識と技術を病因の解明と疾病の予防、
診断、治療およびリハビリテーションに応用していく
ことを目的とする学際的学術である（国際行動医学
会憲章 1990）

行動医学とは

行動医学（Behavioral Medicine)

• Behavioral medicine can be defined as the field 
characterized by  collaboration among multiple disciplines
concerned with the development and integration of 
biomedical and behavioral knowledge relevant to health 
and disease, and the application of this knowledge to 
prevention, health promotion, diagnosis, treatment, 
rehabilitation, and care. （Dekker et al, 2017)

行動医学は健康と疾病に関する生物ー行動について複数の
原理を協働し、その得られた知見を予防、健康増進、診断、
治療、リハビリテーション、ケアに応用することに特徴づけら
れる分野である。

行動医学の展望について、生物―行動のメカニズム（心理的、
社会的、社交的、文化的、環境的なプロセス）から、臨床に
おける診断、介入、公衆衛生まで展開することが提言されて
いる（Dekker et al, 2017)。

行動医学とは
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行動医学とは

理論モデル
メカニズムの解明

健康と疾病に関する行動についての研究

行動変容

理論の応用・展開

行動医学とは

治療

予防・健康増進

リハビリテーショ
ン

健康と疾病に関する
Biological‐ behavioral に

複数の学問分野の知見を
集積し、解析する

知見の集約と
理論モデルの構築

予防・健康増進・
臨床への応用

ケア

心理学 生物学

人類学

社会学その
他

行動医学とは

理論・エビデンス

行動科学？行動医学？

biomedical and behavioral 

心理学
生物学 人類学

社会学

基礎医学
実験医学

としての側面

【例】
食行動のメカニズム解明

睡眠と行動
ストレスと行動

報酬と行動
本能・情動行動
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行動医学とは
行動医学とは

【治療】
心身医学
心理療法

（認知行動療法、
行動療法）

【予防・健康増進】
公衆衛生

保健医療行動

【リハビリテーション】

【ケア】

糖尿病・肥満・メ
タボリックシンド

ローム

COPD,肺がん

高血圧、糖尿病
喘息など心身症

リハビリテーショ
ンを要する患者

癌患者

食べる
運動する

疾患に影響を与
える行動

煙草を吸う

うつ病、
適応障害

ストレッサーに
対処する

リハビリテーショ
ンをする（意欲）

死と向き合う

健康と疾病に関する行動と応用される分野

行動変容を促す
ような技法を用

いる

（認知行動療法、
行動療法など）

行動科学の理論を 「技法」として
治療や介入に用いる「医療」としての側面

社会医学と行動科学・行動医学

生物学
的要因

文化的
要因

親子関係

経済的
要因人の

行動

社会的
要因

それぞれは、ひとの行動に影響を及ぼ
す「刺激要因」 社会構造の一つとしての人、医療

文化 家族

疾病

医療 経済

行動科学・行動医学・社会医学

科学的・実験的なデータ分析に基づく
⇒理論化

人のマネジメントや介入を行うこと

行動医学：理論を治療や予防において「治療
技法（医療）」として展開していること

行動医学：理論を治療や予防において「治療
技法（医療）」として展開していること

行動科学・行動医学 社会医学
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行動科学、社会医学とは、地域の要請、関心および
伝統によって異なるが、生物統計学、地域医療学、
疫学、国際保健学、衛生学、医療人類学、医療心理
学、医療社会学、公衆衛生学および狭義の社会医
学を含む。

WFMEにおける
行動科学・行動医学

生物統計
学

地域医療
学

疫学

国際保健
学

衛生学
地域医療

学

医療心理
学

医療社会
学

公衆衛生
学

医療人類
学

問題解決のための課題
研究課題

多領域の視点から
の情報収集・解析

問題解決のた
めに応用

医療
倫理学

モデル・コア・カリキュラム

• B‐1‐5)生活習慣とリスク

• B‐1‐6) 社会・環境と健康

• C‐5 人の行動と心理

• D‐2‐1)‐(7)自律機能と本能行動

医学教育における
行動科学・行動医学

☆より広義に「行動科学」を応用する場合には、

マネジメントやリーダーシップなどが含まれると考える。

⇒地域医療の街づくり、地域包括ケア事業など

⇒患者管理能力、チームワーク、リーダーシップ、専門職/多
職種連携実践
（【医療専門職としての技能】WFME 2.5臨床医学と技能）
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• 医学教育においては、何のために行動科学・行動
医学を学習するのか学習目標を明確にすることが
重要。

• 健康と疾病と関連の深い人間の行動について、必
要な理論と、理論を応用した介入について、知識
だけでなく、発想、方略、技能、態度を行動目標で
示す方がよいのでは。

医学教育における
行動科学・行動医学

行動科学とは
• 行動科学は、人間の行動解析のために、学問間で協働し、

分析から得られた知見を理論化し、問題解決のために応
用する学問であると考える。

• 理論を座学で学ぶだけでなく、患者を多様な視点から分析
し介入できるように、実際の治療戦略の考案やロールプレ
イなども効果的に用いながら学修するカリキュラムが必要
となる。

• 行動医学、行動科学が医学教育に組み込まれることで、全
人的な視点で診ることができる医療者が育成され、さらに
幅広く医療へ応用展開されることが可能になると考える。

まとめ
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第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

医学教育における社会医学
シンポジウム5：医師養成に行動科学・社会科学
教育を組み込むということ～改訂版コアカリへ

の対応を想定して～

京都大学医学教育・国際化推進センター
錦織宏

はじめに

n 本発表内容の一部は、これまでに私がいずれ
かの場所で発表した内容と重なっております
ことをご了承ください

n COIはありません

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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まず医学をざっくりと大きくわけると

n 基礎医学（生理学・生化学・薬理学…）
n 臨床医学（内科学・外科学・小児科学…）
n 社会医学（衛生学・公衆衛生学…）

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

医学の父、ヒポクラテス

社会医学の定義

n 国民の健康や生活に生じる問題と社会との関
わりを解明し、社会的な予防対策を講じるた
めの学問(日本社会医学会)

n 医療現象への社会的、文化的、経済的影響に
関する医学の専門領域(Medical Dictionary 
for the Health Professions and Nursing)

社会医学とは．佐分利研究室．http://www.socimedi.jp

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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社会医学の歴史(1)

n 明治政府の岩倉使節団の一員だった
長與專齋(ながよせんさい) は欧州
を視察する中、初めて上下水道整備、消毒・
滅菌、し尿処理などの活動や、それを指す
言葉”Hygiene”に出会って、その重要性を
認識。帰国後その訳語として荘子の庚桑楚篇
(こうそうそへん)にある”衛生”を採用

守山正樹．公衆衛生学／社会医学の歴史．公衆衛生学・社会医学序論．ナラティブな
公衆衛生学・社会医学．http://social-med.blogspot.jp/2014/03/ph01.html

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

社会医学の歴史(2)

n 戦後に米国の占領政策の一環として医学教育
に組み込まれた公衆衛生学(Public Health)

n Winslowによる公衆衛生の定義
¨共同社会の組織的な努力を通じて疾病を予防し寿
命を延長し、身体的・精神的健康と能率の増進を
はかる科学・技術

n 内容は環境保健・疾病予防・健康教育・健康
管理・衛生行政・医療制度・社会保障など

中澤港．公衆衛生の概念と歴史．http://minato.sip21c.org/pubhealth/ph01.html
第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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これらの経緯により

n 衛生学・公衆衛生学が社会医学の主流
n 大阪大学の場合

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

卒後教育では最近…

n 社会医学系専門医協会(2015年9月設立)
¨日本衛生学会／日本産業衛生学会／日本公衆衛学
会／日本疫学会／日本医療・病院管理学会／日本
医療情報学会／日本職業・災害医学会／全国保健
所長会／地方衛生研究所全国協議会／全国衛生部
長会／全国期間衛生学公衆衛生学教育協議会／日
本医師会／日本医学会連合

n 専門医制度が確立
http://shakai-senmon-i.umin.jp/profile.html

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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社会医学系専門医認定プログラム

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

大学院教育では

n 公衆衛生専門職大学院の設置
¨2000年に設置された京都大学社会健康医学専攻
が日本初→現在14大学

¨複雑かつ多様な健康・医療問題を俯瞰的に捉えわ
が国の公衆衛生行政や地域保健、職域保健、環境
保健などの質の向上に貢献できる人材を養成する

わが国の公衆衛生向上に向けた公衆衛生大学院の活用と機能強化．日本学術会議
．基礎医学委員会・健康・生活科学委員会合同パブリックヘルス科学分科会．

2011年9月27日．
中山健夫．私信．2017年12月11日．
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公衆衛生専門職大学院のカリキュラム

n 米国Council on Education for Public 
Healthが認可基準として以下５分野を必須
¨Biostatistics
¨Environmental Health Sciences
¨Epidemiology
¨Social and Behavioral Sciences
¨Health Service Administration
わが国の公衆衛生向上に向けた公衆衛生大学院 の活用と機能強化．日本学術会

議．基礎医学委員会・健康・生活科学委員会合同パブリックヘルス科学分科会．
2011年9月27日．

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

社会科学
行動科学

東京大学公共健康医学専攻の場合

http://www.m.u-tokyo.ac.jp/sph/?page_id=16
第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

行動社会医学
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ざっくり言うと社会医学は…

n 衛生学・公衆衛生学が中心
¨その他、法医学・医療倫理学・地域医療学…
¨社会医学系専門医が設立されステークホルダーを
見れば学問体系や医学における位置がわかる

n 公衆衛生専門職大学院による潮流
¨必須５分野の一つに社会科学・行動科学
¨卒前教育についてはあまり触れられていない

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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まとめ
日本の医学教育における行動科学・社会

科学教育の向かうべき方向性

京都大学医学教育・国際化推進センター
錦織宏
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まず本日のシンポジウムで

n 行動科学とは何か？
n 社会科学とは何か？
n 医療倫理学とは何か？
n 医療法学とは何か？
n についてある程度理解いただけたことを期待
します。

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

その上で考えるべき問い

1. 行動科学や社会科学に関心をあまり持ってい
ない学生も含めた全ての学生に対して、行動
科学や社会科学をどのように教え、またどの
ように評価するのか？

2. 準備教育の枠組みから外れたことを受けて、
教養教育からどのように脱却していくのか？

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

この文書の著作権は「プロフェッショナリズム・行動科学委員会」及び「各執筆者」にあります。本文書を使用する際には必ず出典を明らかにして下さい。



9

医学教育学の理論から考えると

n “行動科学の教育において、講義という授業形
態は非常に限定された役割しか持たない、と
いう点は広く認められている”
Gwee M, 中谷比呂樹, 梁慧智．社会行動科学の医学教育カリキュラムへの導入．

医学教育．1982. 13(2):120-128

n 臨床現場の実際の症例と関連づけて教育する
ことが鍵

以下は、私見も含めた提案
第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

誰が教えるのか？(1)

n 臨床医と行動科学・社会科学者の協働
¨臨床医は行動科学・社会科学を知らない
¨行動科学・社会科学者は臨床の文脈を知らない

n 医学部外のNon-MDの教員も探す必要がある
¨学内の社会医学系の教員で対応できる場合もある

n 学外に求める場合、これまでの医学部の閉鎖
性を考えると医学部側からの歩み寄りが重要

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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誰が教えるのか？(2)

n 近隣の大学や他学部の人材を探してみる
n 日本医学教育学会プロフェッショナリズム・
行動科学委員会
¨医学教育に関心を持つ心理学・人類学・社会学・
医療法学・医療倫理学などの専門家

n 日本文化人類学会
¨医療者向け人類学教育連携委員会において、医学
教育に協力できる全国の教員のリストを作成

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

どのように教えるのか？

n 症例(Case)基盤型による臨床との関連づけ
¨仮想の症例を用いた小グループ討論型の授業
¨臨床実習における学生向けの症例検討の場で行動
科学・社会科学者がコメント・指導

¨行動科学・社会科学と医学の間の通訳が時に必要
n 医療現場で医師・医学生が抱えている”もやも
や”に新しい視点が与えられる

飯田淳子他．症例検討会を通じた文化人類学教育ー行動科学・社会科学教育の新しい
形その３．第49回日本医学教育学会大会．2017年8月18日．札幌医科大学．

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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いつ教えるのか？(1)

n これまで行動科学・社会科学に含まれる分野
は主に教養科目として設定されていた
¨教養教育の行動科学・社会科学者に丸投げすると
心理学者のための心理学みたいになってしまう

n 臨床現場に出てからの方がReadinessが高い
n 高学年の臨床実習と絡めた教育

¨精神科や糖尿病内科の臨床実習で行動科学
¨地域医療の臨床実習で社会科学

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

いつ教えるのか？(2)

n 衛生学・公衆衛生学などの教育との関連
¨行動科学・社会科学の系統的な講義を社会医学の
カリキュラムに組み込むという案もあるが…

n 教養教育から傍臨床教育へ
n 学内での分野間のコミュニケーションが重要

¨行動科学・社会科学と臨床医学の橋渡し
¨EBM(Evidence Based Medicine)での成功体験

n 各大学の現状に合わせて実現可能な形でやる
第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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どのように評価するのか？

n Knows & Knows How: 4～5年後には共用
試験CBTの出題範囲に

n Shows How: Post-CC OSCEの課題の一つ
にできる可能性はある？

n Does: 臨床実習における観察評価項目の一つ
として組み込むか？

n 続きはAMEEの最終日午前中のシンポで
Miller GE. The assessment of clinical skills/competence/performance. 

Academic Medicine. 1990; 65: S63-7.
第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏

社会科学・行動科学者に物申す

n これまで西洋近代医療批判を主な仕事にして
きた医療社会学・医療人類学者たちが本当に
医学教育に建設的に関与できるのか？

n 臨床現場では文系の知を必要としている
n ”Sociology of and sociology in medicineを
超えたSociology with medicine(松繁)

n “Anthropology in vs of medicineを超えた
“Anthropology with medicine”へ(飯田)

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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まとめ(以下は私見が入りますが)

n 行動科学・社会科学の教育は教養教育から傍
臨床教育へのパラダイムシフトが必要である

n 臨床現場で働く臨床系教員と行動科学・社会
科学研究者が協働し、高学年で症例基盤型の
教育を展開することが望ましいと考えられる

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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全体討論
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議論ポイントは以下の二つ

n行動科学・社会科学・医療倫理学・医療法学
の定義について(JACME認証評価基準の和訳
問題も含む)

n行動科学・社会科学・医療倫理学・医療法学
をどのように教える／評価するのかについて

第50回日本医学教育学会大会＠医科歯科大学 20180803 錦織宏
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